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研究の概要（200～300字で記入、図･グラフ等は使用しないこと。） 

社会、文化、言語など、人間の相互行為の根幹に直接的に関与する領域の、包括的、超

領域的研究・実践を目指すＥＳＤの方法論に依拠し、人間と自然との共存関係の再構築

を試みる自然インタープリテーション（エコツーリズム活動）を初めとする環境運動、

あ る い は 環 境 思 想 の 展 開 を 、「 談 話 分 析 」 の 方 法 論 に 依 拠 し て 考 察 す る こ と に よ っ て 、

「環境」が、社会文化的コミュニケーション（ディスコース）を通して、どのように構

築され、それが今日の環境運動の在り方、そして「環境問題」の理解にいかなる関与を

持つのかについて考察する。それに よって「環境」の問題系を、「コミュニケーション」

の概念を基点に、主に人文系を中心とした言語・文化研究へと体系的に接合し、「環境」

を文化的観念体系、すなわち、文化的・言語的アイデンティティといった人間の社会、

文化の地平において捉え直す「環境コミュニケーション」の概念を提示する。  

 

キーワード（研究内容をよく表しているものを３項目以内で記入。） 

〔  環境コミュニケーション 〕 〔    持続可能性 〕 〔     談話分析 〕 
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研究成果の概要（図･グラフ等は使用しないこと。） 

 

 本研究は、いわば「環境なきコミュニケーション研究」と「コミュニケーションなき環

境研究」という、文化と自然の二項対立を反映する今日の研究営為に対する問題意識に立

脚し、＜今ここ＞＜彼岸＞という「詩的構造」によって織り上げられる「テクスト」とし

て相互行為をとらえ、そのテクスト化の過程を理論化する言語人類学の分析枠組みに依拠

し、談話析や語用論などを中心に展開する日常会話の分析と、環境（史）、そして環境運

動・環境思想の発達過程を、以下の手順に従って接合を試みた。  

 まず、言語人類学者シルヴァス  ティンによる、 1974 年にシカゴ大学大学院に通う 2 人

の学生が行った「日常会話」の談話分析事例をとりあげ、この学生 2 人の会話において、

シカゴをとり巻く環境が、両発話参加者の間で喚起（前提）可能な社会文化的価値体系の

知識（ the East― Chicago― the rest  of  the  Midwest）としてコンテクスト化されている

こと、そのようにコンテクストとして共有された知識である「環境」（「彼岸」）が、発話

参加者によって使用されるダイクシスを媒介として、会話が行われている「今 ここ」へと

結びつけられることで、「環境」が発話者のアイデンティティ、力関係構築の基盤として

機能していることを確認した。  

 そして、アメリカ中西部最大の都市シカゴが、19 世紀中葉以降、ニューヨーク市を中心

とする東海岸（ the  East）と中西部（ the Midwest）の結節点として、東海岸の資本家た

ちが待望する「中西部のメトロポリス」の誕生を体現していくかたちで急速に成長した過

程を考察し、シカゴという都市的空間が、 the  East  ― Chicago― the  rest  of  the  Midwest

と い う 構 図 と し て 展開 す る こ と に お い ての み 存 立 可 能 な 空 間で あ る こ と を 明 ら かに し た

環境歴史学者クロノンの環境史的考察に立脚し、シカゴ大学の学生 2 人の日常会話におい

て両者のアイデンティティの拠り所として喚起されていた地理的構図が、シカゴ形成の環

境史と重なり合うことを示し、後者（＝  環境（史）＝「彼岸」）が、前者（＝人間のコミ

ュニケーション＝「今ここ」）に対する歴史的コンテクストを準備していることを明確に

した。  

 更に、現在のアメリカにおける環境（エコロジー）思想・環境運動の基盤の構築に大き

な影響力をもったジョン・ミューアやア ルド・レオポルドによる「自然保護」、「土地倫理」

などの思潮が、ソローやエマソンなどを中心に東海岸（＝「今ここ」）において形成され

ていた超越主義思想を、東海岸にとっては絶対的「彼岸」として存在した中西部（ウィス

コンシンなどシカゴの後背地）が、「アイデンティティ」の構築と深く関連しながら中西

部の地においてローカル化したことを図式的に示した。それによって、アメリカにおける

環境思想・環境運動が、19 世紀中葉以降、シカゴの形成過程において構築されていく the  

East  ― Chicago― the rest  of  the  Midwest という、シカゴ大学の学生の談話において観

察されたものと同一の環境史的コンテクストを基盤に生起、発達した軌跡を追い、アイデ

ンティティという、人間社会におけるきわめて「文化」的な領野において、コンテクスト

化された「環境」が、重要な役割を演じていることを示唆した。  

 これらの考察によって、「環境無きコミュニケーション研究」と「コミュニケーション

無き環境研究」という、＜文化と自然＞の二項対立を反映する今日の研究営為に対する問

題意識に立脚し、＜今ここ＞＜彼岸＞という詩的構造によって織り上げられる「テク スト」

として相互行為をとらえ、そのテクスト化の過程を理論化する言語人類学の分析枠組みに

依拠し、談話分析や語用論などを中心に展開する日常会話の分析と、環境（史）、そして

環境運動・環境思想の発達過程の接合を試み、それによって、アメリカにおける環境運動・

環 境 思 想 が 、 シ カ ゴ 大 学 生 の 日 常 会 話 に お い て 観 察 さ れ た の と 同 様 に 、 the East  –  

Chicago  -  the  rest  o f  the  Midwest というシカゴの形成過程において構築された「環境史

的コンテクスト」を基盤として、 ＜今ここ＞＜彼岸＞という詩的構造を 形成しつつ、「ア

イ デ ン テ ィ テ ィ 」 の 問 題 と 深 く リ ン ク し な が ら 展 開 し た こ と を 図 式 的 に 示 す こ と が で き

た。  
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研究成果の概要 つ づ き  

 

 以上の考察から示唆されること、それは「環境」とは、人間社会のコミュニケーショ

ンをとおして、知識、概念、価値といった「意味」、つまり、きわめて「文化」的（イデ

オロギー的）なものとしてコンテクスト（ローカル）化されており、それが人間社会で

行われる相互行為に輪郭を付与する（つまり、テクスト化する）基盤となってい ること、

言い換えれば、われわれが生きる現実世界とは、相互行為の＜今ここ＞を中心にして広

がる、文化と環境（自然）との複合体として成立していること、であるといえる。そし

て、このように「環境」が 社会文化という特定のコンテクスト（「ローカル」なもの）と

して生きられ、われわれの現実世界が、文化と環境の両者が不可分に絡み合う複合体と

して構成されている＜今ここ＞であるとすれば、環境を無視したコミュニケーション研

究は端的に言って誤りであり、そのような視座は、＜文化と自然＞の二項対立の再生産

に終始する結末を辿るのでは、とさえ言えるのではないか。また、現在行われている環

境運動は、社会文化歴史的コンテクストとして生きられているものとして「環境」概念

を再規定することによって、それを主題として展開する今日の環境運動自体が、人間社

会において行われるコミュニケーションの一様態であることを自覚し、「コミュニケーシ

ョン」概念を基盤に、自己再帰的視座を内包した新たな環境研究の可能性を見出すこと

ができるのではないか。人間と環境との関係性を再構築する可能性とは、そのような地

平においてこそ求められるべきであり、今後の「環境コミュニケーション」は、そうし

た観点にから研究されるべきなのではないかという結論を導くことができた と考える。  
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